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山
林
火
災
に
対
処
す
る
の
に
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
の
放
水
が

重
要
に
な
り
、
貯
水
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
全
議
員
か
ら
も
早

い
対
処
を
望
む
と
の
意
見
が
で
ま
し
た
。

☆
特
別
会
計
補
正
予
算
は
、
24
年
度
の
決
算
に
と
も
な
う
、
事
項

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
金
額
の
多
い
と
こ
ろ
で
は
、
白
井
平
、

長
畑
第
一
給
水
区
簡
易
水
道
の
修
繕
が
５
６
０
万
円
ほ
ど
補
正

さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算
と
は

事
業
や
計
画
の
変
更
等
に
よ
り
修
正
す
る
の
が
補
正
予
算
で
す
。

お
も
な
補
正
予
算

議会だより（2）

議案等の審議結果
★全議員が議案に賛成、認定及び同意いたしました。

議案等番号              件       名               審議結果
報告第２号 平成24年度決算に基づく道志村健全化判断比率及び資金不足比率の報告について
議案第47号 道志村子ども・子育て会議条例 原案可決
議案第48号 平成25年度道志村一般会計補正予算（第２回） 原案可決
議案第49号 平成25年度道志村国民健康保険特別会計補正予算（第２回） 原案可決
議案第50号 平成25年度道志村簡易水道事業特別会計補正予算（第１回） 原案可決
議案第51号 平成25年度道志村介護保険特別会計補正予算（第１回） 原案可決
議案第52号 平成25年度道志村浄化槽事業特別会計補正予算（第１回） 原案可決
認定第１号 平成24年度道志村一般会計決算の認定について 原案可決
認定第２号 平成24年度道志村国民健康保険特別会計決算の認定について 原案可決
認定第３号 平成24年度道志村国民健康保険診療所特別会計決算の認定について 認  定
認定第４号 平成24年度道志村簡易水道事業特別会計決算の認定について 認  定
認定第５号 平成24年度道志村観光施設等事業特別会計決算の認定について 認  定
認定第６号 平成24年度道志村介護保険特別会計決算の認定について 認  定
認定第７号 平成24年度道志村介護保険サービス事業特別会計決算の認定について 認  定
認定第８号 平成24年度道志村浄化槽事業特別会計決算の認定について 認  定
認定第９号 平成24年度道志村後期高齢者医療特別会計決算の認定について 認  定
請願第１号 30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度拡充を図るための請願書 原案可決
発議第１号 30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度拡充を図るための意見書 原案可決
発議第２号 森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する地方の財源確保のための意見書 原案可決
発議第３号 道州制導入に断固反対する意見書 原案可決

９月10日から20日までの会期で、一般会計補正予算、特別会計補正
予算、条例改正、24年度決算認定などを審議し、原案どおり可決し
ました。６人の議員が一般質問をし、村政の考えを聞きました。

9月
定例会
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議案等の質疑
本定例会で行った、協議会で
の質疑の一部を紹介します。

Ｑ道志小、中学校校舎耐震化について
●道志小、中学校校舎検討委員会は、耐震補強か、建て替え等について結論がでたのか

Ａ 学校校舎検討委員会の結論は建て替えする答申を決定しました。

Ｑ有害鳥獣防止ネットの進捗状況について
●現在工事は川原畑永見寺裏迄できているがその先はどこまで進むのか

Ａ 中山間事業にて25年度予算でやまゆりセンター裏までを行う予定

Ｑ防災施設非常電源整備事業について
●やまゆりセンター、診療所は設置済みで、今年は道の駅を予定しているが道志の湯もボイ
ラー等を使用する為、早期設置すべきと思うが

Ａ 各避難所に指定されている公共施設等も含め順次整備を行う予定

Ｑ役場職員健康助成事業について
●組合員の疾病予防対策事業の一環で人間ドック助成事業を行っているが，受診率はどうか

Ａ 24年度は87,2％です。職員の健康管理、職務遂行のために100％を目指します

議員の
意見 大きな地震が、いつきてもおかしくないと言われている時期です。安心できる校

舎で早めに勉強させたいと思います。
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どうつかわれたか

平成 24年度 一般会計の決算
■歳入（はいってくるおかね）…２１億９１６８万円

■歳出（どうつかわれたか）……２０億７９６８万円

■繰越金（つぎのとしへひきつぐおかね）３０１５万円

■実質収支（のこったおかね）…………８１８５万円

平成 24年度 特別会計の決算

会計（８会計の合計）8億 912万円】

国 民 健 康 保 険

国民健康保険診療所

簡 易 水 道 事 業

観 光 施 設 等

介 護 保 険

介護サービス事業

浄 化 槽 事 業

後 期 高 齢 者 医 療

合     計

会  計  名 歳 入 総 額 歳 出 総 額

2億7390万円
1億 898万円

8443万円
14万円

1億8490万円
372万円

1億1662万円
4172万円

8億1441万円

2億7339万円
1億 898万円

8423万円
14万円

1億8033万円
372万円

1億1661万円
4172万円

8億 912万円
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29億円が
【一般会計の目的別歳出】

●農林水産業・商工費
24年度 3億   391万円
23年度 4億 6295万円

●民生費
24年度 2億 3835万円
23年度 2億 3527万円

●土木費
24年度 2億 1942万円
23年度 3億 2117万円

●教育費
24年度 1億 8957万円
23年度 1億 6146万円

●公債費（借金の支払い）
24年度 3億 1145万円
23年度 1億 9995万円

●衛生費
24年度         9302万円
23年度        9354万円

●消防費
24年度 2億 4013万円
23年度 1億 6879万円

●諸支出金
24年度 1億 1904万円
23年度  6695万円

●議会費
24年度          4294万円
23年度          4660万円

●災害復旧費
24年度         1733万円
23年度         3304万円

●総務費
24年度 3億    452万円
23年度 3億    257万円

【一般会計 20億 7960万円・特別  

平成 24年度
決算認定

★ 23年度は木質バイオマスボイラー整備
及び道志の湯改修工事含む。

★積立金の増加★ 23年度台風 12号、15号による災害復旧費

★退職に伴う支払金・無停電装置の設置

★過疎債の返済金の増加

★村道の新設改良費の減少

監査の結果 各課における事務、事業執行状況については、おおむね適正に処理されて
いるが、一部見直しや改善の検討が必要な事項が認められた。また、監査の際に見受けら
れた事務処理上留意すべき軽微な事項については、担当職員に対して改善または検討を
要望したので記述を省略した。本定期監査において改善を要するものと判断した事項は、
当該事項について措置を講じられたときは、地方自治法第 199条第 12項の規定に基づ
き、その旨を監査委員に通知されたい。
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Ｑ観光振興
今後はどうするの

池
谷観光

振
興
に
つ
い
て
今

後
ど
の
よ
う
に
具
体
的
に

進
め
て
い
く
考
え
か
。

観
光
協
会
及
び
観

光
事
業
者
と
連
携

村
長今後

は
観
光
客
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
す
る
中
で
、
県

及
び
近
隣
市
町
村
と
の
観

光
振
興
事
業
の
推
進
、
観

光
施
設
活
用
方
法
、
観
光

資
源
の
新
た
な
活
用
方
法

等
の
検
討
を
行
い
、
観
光

協
会
・
観
光
事
業
者
と
連

携
し
、
観
光
を
通
し
た
交

流
人
口
の
拡
大
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

ま
た
、﹁
道
志
村
官
民
連

携
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
戦

略
計
画
﹂
に
基
づ
き
観
光

へ
の
取
り
組
み
を
行
い
、

観
光
振
興
事
業
を
な
お
一

層
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

池
谷特

別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
の
メ
リ
ッ
ト

は村
長
が
掲
げ
ら
れ
た
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設

立
に
よ
り
、
考
え
ら
れ
る

メ
リ
ッ
ト
は
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
こ
と
か
。ま
た
、

設
立
に
伴
う
デ
メ
リ
ッ
ト

は
発
生
す
る
の
か
。

地
域
密
着
型
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム

を
整
備

村
長特別

養
護
老
人
ホ
ー
ム

に
つ
い
て
の
ご
質
問
で
す

が
、
道
志
村
も
高
齢
化
率

が
全
国
平
均
よ
り
進
行
し

て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。村
内
に
は
、75
才
以
上

の
方
々
も
３
２
０
人
以
上

お
り
ま
す
。ま
た
、他
の
市

町
村
の
福
祉
施
設
を
利
用

し
て
い
る
方
々
も
数
多
く

お
ら
れ
、
村
内
に
福
祉
施

設
が
必
要
だ
と
村
民
の
皆

さ
ん
の
声
も
多
数
あ
り
ま

す
。村

に
施
設
の
整
備
を
考

え
ま
す
と
、
必
ず
国
・
県

の
許
可
が
い
り
ま
す
が
、

道
志
村
で
許
可
を
得
う
る

可
能
な
施
設
は
、
地
域
密

着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
で
す
。
そ
の
施
設
は
最

高
29
床
と
法
律
で
定
め
ら

れ
て
お
り
、
人
口
の
少
な

い
本
村
で
対
応
す
る
に
は

丁
度
良
い
規
模
の
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
設
立
と

経
営
は
、民
間
を
活
用
し
、

現
在
福
祉
関
係
に
携
わ
る

事
業
所
の
中
か
ら
村
が
公

募
し
、
決
定
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
に
つ
き
ま
し

て
は
、村
民
の
皆
さ
ん
が
、

施
設
が
あ
る
こ
と
で
、
安

心
し
て
老
後
を
過
ご
せ
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
福
祉
の
充
実
と
雇
用

拡
大
に
よ
る
地
域
の
活
性

化
が
同
時
に
図
れ
る
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

﹁
再
質
問
あ
り
﹂

池谷
���

高明
����

議員

一般質問
（これが聞きたい）

Ａ

Q

Ａ

観光の拠点「道の駅どうし」
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Ｑ防災トンネルの
構想は

山
口防災

ト
ン
ネ
ル
の
建
設

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

普
通
の
ト
ン
ネ
ル
で
は
、

な
か
な
か
予
算
付
け
が
出

来
な
い
と
聞
い
て
い
ま
し

た
が
、
防
災
ト
ン
ネ
ル
と

し
て
造
る
と
い
う
着
眼
点

に
は
敬
服
し
ま
し
た
。

﹁
道
志
か
ら
都
留
﹂
へ

の
ア
ク
セ
ス
向
上
は
、
本

当
に
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

現
在
、道
志
村
で
は︵
仮

称
︶
大
渡
・
野
原
・
月
夜

野
ト
ン
ネ
ル
の
基
本
設
計

が
終
わ
り
、
平
成
31
年
に

は
、
そ
の
完
成
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
、
今
回
の
防
災

ト
ン
ネ
ル
が
４
年
間
程
で

完
成
し
た
ら
、
本
当
に
す

ば
ら
し
い
村
に
な
っ
て
い

く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
防
災
ト
ン
ネ

ル
の
建
設
の
実
現
に
向
け

て
の
構
想
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
下
さ
い
。

村
の
活
性
化
の
た

め
防
災
ト
ン
ネ
ル

を
推
進

村
長山口

議
員
の
質
問
の
と

お
り
、
先
の
村
長
選
挙
で

は
、
村
民
の
皆
さ
ん
に
暮

ら
し
の
安
心
安
全
の
た
め

に
、
道
志
〜
都
留
間
の
防

災
ト
ン
ネ
ル
建
設
を
実
現

し
た
い
と
訴
え
ま
し
た
。

私
の
政
治
姿
勢
は
、
村
の

皆
さ
ん
が
豊
か
な
生
活
を

続
け
る
た
め
、
将
来
に
向

け
て
、
村
が
い
ま
何
を
必

要
と
す
る
か
を
探
り
、
前

向
き
に
そ
の
実
現
に
向
け

て
努
力
す
る
考
え
方
で

す
。
道
志
〜
都
留
線
の
道

路
を
新
た
に
バ
イ
パ
ス
的

な
考
え
で
建
設
で
き
た

ら
、実
現
で
き
た
ら
、村
が

色
々
な
面
で
一
変
し
、
活

性
化
す
る
と
確
信
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
ど

う
し
て
も
実
現
し
た
い
と

考
え
る
と
き
、国
、県
へ
の

対
応
を
ど
う
す
る
か
と
い

う
こ
と
が
問
題
か
と
思
い

ま
す
。

国
は
、い
ま
、政
権
も
変

わ
り
、政
策
の
中
で﹁
国
土

強
靱
化
対
策
﹂
を
推
進
し

て
い
ま
す
。そ
の
予
算
が
、

ト
ン
ネ
ル
建
設
に
認
め
て

い
た
だ
け
る
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

日
本
の
国
土
で
も
、
か

つ
て
は
考
え
ら
れ
な
い
よ

う
な
災
害
が
次
々
と
起
こ

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
防
災
対
策
は
今
後
、

ま
す
ま
す
重
要
な
課
題
に

な
る
と
思
い
ま
す
が
、
大

変
だ
と
思
い
ま
す
。
世
界

文
化
遺
産
と
な
っ
た
富
士

山
周
辺
地
域
も
噴
火
に
備

え
る
必
要
が
あ
り
、
国
家

的
規
模
で
対
策
を
講
じ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本

村
に
お
い
て
も
災
害
が
発

生
す
れ
ば
、
け
が
人
や
病

人
も
多
発
し
ま
す
。
こ
の

方
々
を
短
い
時
間
で
医
療

機
関
に
搬
送
す
る
た
め
、

ま
た
、
陸
の
孤
島
化
を
防

ぐ
た
め
に
も
防
災
ト
ン
ネ

ル
は
必
要
な
も
の
と
考
え

ま
す
。

私
の
私
見
で
す
が
、
こ

れ
が
ト
ン
ネ
ル
実
現
の
た

め
の
構
想
で
ご
ざ
い
ま
す
。

﹁
再
質
問
あ
り
﹂

山口
����

力
���

議員

一般質問
（これが聞きたい）

Ａ

道坂トンネルを下げて建設を



QＡ

議会だより（8）

Ｑ災害時の避難所
の安全確保は

出
羽土砂

災
害
や
地
震
等
で

被
害
を
受
け
る
危
険
性
の

あ
る
施
設
の
安
全
確
保
は
。

７
カ
所
の
避
難
所
が

土
砂
災
害
の
警
戒
区
域

内
に
。
建
物
は
耐
震
診

断
の
結
果
に
よ
り
判
断

総
務
課
長

道
志
村
地
域
防
災
計
画

に
お
い
て
避
難
所
と
し
て

指
定
し
て
い
る
の
は
14
施

設
で
す
。

土
砂
災
害
の
警
戒
区
域

内
に
あ
る
の
は
、
道
志
小

学
校
校
舎
お
よ
び
体
育
館
、

保
育
所
、
や
ま
ゆ
り
セ
ン

タ
ー
、唐
沢
体
育
館
、道
の

駅
、
善
之
木
コ
ミ
ュ
ニ
ィ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
７
カ
所

と
な
っ
て
い
ま
す
。

耐
震
性
に
つ
い
て
は
、

耐
震
基
準
改
正
以
前
に
建

設
さ
れ
た
月
夜
野
公
民
館

は
、
基
準
を
満
た
し
て
い

な
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

道
志
中
学
校
校
舎
に
つ
い

は
、耐
震
診
断
に
よ
り
、揺

れ
の
方
向
に
よ
っ
て
は
、

倒
壊
、
崩
壊
の
恐
れ
が
あ

る
と
い
う
結
果
が
出
て
い

ま
す
。

土
砂
災
害
防
止
に
対
し

て
は
、
避
難
所
周
り
の
砂

防
、
治
山
工
事
に
よ
る
安

全
性
の
確
保
に
つ
い
て
、

山
梨
県
に
働
き
掛
け
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
耐
震
化
に
つ
い

て
は
、
小
中
学
校
校
舎
は

検
討
委
員
会
に
よ
り
対
応

策
を
協
議
し
て
い
ま
す
。

中
央
公
民
館
、唐
沢
、善
之

木
両
体
育
館
の
３
施
設
に

つ
い
て
は
、
今
年
度
耐
震

診
断
を
実
施
し
、
そ
の
結

果
に
応
じ
て
改
修
な
ど
の

措
置
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

出
羽ヘ

リ
ポ
ー
ト
の
設

置
に
つ
い
て

神
地
よ
り
以
西
に

設
置
を
検
討

村
長地震

や
台
風
等
に
よ
る

豪
雨
に
よ
る
大
規
模
災
害

時
に
使
用
す
る
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
臨
時
離
着
陸
場
は
村

内
に
４
カ
所
あ
り
ま
す
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
利
用

状
況
は
、
昨
年
４
月
か
ら

本
年
８
月
ま
で
の
間
、
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
を
19
件
要
請

し
、
そ
の
内
18
件
は
大
室

指
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
利
用
し

ま
し
た
。

散
水
等
の
必
要
が
な
く

使
用
で
き
る
専
用
ヘ
リ
ポ

ー
ト
に
つ
い
て
、
神
地
よ

り
西
へ
の
必
要
性
は
村
と

し
て
も
、
喫
緊
の
課
題
と

し
て
と
ら
え
て
い
ま
す
。

出
羽防

災
倉
庫
の
非
常

食
の
管
理
は

非
常
食
の
交
換
時

期
を
統
一
し
た

総
務
課
長

現
在
、
村
内
に
は
防
災

備
蓄
倉
庫
が
、
月
夜
野
消

防
団
詰
所
、
み
な
も
と
体

験
館
、道
志
小
学
校
、役
場

倉
庫
、道
志
中
学
校
、や
ま

ゆ
り
セ
ン
タ
ー
、道
の
駅
、

善
之
木
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
の
８
カ
所
に
発

電
機
な
ど
の
資
機
材
等
の

他
に
非
常
食
が
保
管
さ
れ

て
い
ま
す
。

備
蓄
倉
庫
内
の
非
常
食

の
交
換
は
時
期
を
統
一
し

た
こ
と
に
よ
り
、
管
理
が

容
易
と
な
り
ま
し
た
が
、

よ
り
分
か
り
や
す
い
台
帳

に
整
備
す
る
と
と
も
に
、

都
留
市
消
防
署
道
志
出
張

所
、
道
志
村
消
防
団
等
の

関
係
者
と
連
携
を
密
に

し
、備
蓄
品
の
保
管
、管
理

を
し
て
い
き
ま
す
。

出羽
��

和平
����

議員

一般質問
（これが聞きたい）

Ａ

QＡ

神地より西にヘリポートを

備蓄倉庫の非常食交換は定期的に
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Ｑ今後の村政
運営は

杉
本今 

道
志
村
は
少
子
高

齢
化
や
、雇
用
問
題
、若
者

の
定
住
問
題
な
ど
た
く
さ

ん
の
、
問
題
を
か
か
え
て

い
る
。

今
後
ど
の
よ
う
な
村
政

運
営
を
考
え
て
お
ら
れ
る

か
お
聞
き
致
し
ま
す
。

﹁
福
祉
村
構
想
﹂で

村
長議員

の
ご
質
問
が

道
志
村
の
将
来
に
と

っ
て
最
も
重
要
な
政

策
課
題
で
あ
り
、
私

と
し
ま
し
て
も
、
こ

の
課
題
に
し
っ
か
り

と
取
り
組
み
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

私
の
政
策
の
柱
の

中
に
、道
志
村
を﹁
福

祉
村
﹂
に
し
た
い
構

想
が
あ
り
ま
す
。

﹁
福
祉
村
構
想
﹂

で
は
、
村
内
に
サ
ー

ビ
ス
付
き
高
齢
者
住

宅
な
ど
を
誘
致
し

て
、
福
祉
関
連
事
業
を
村

の
産
業
と
し
て
、
雇
用
を

創
出
し
、
定
住
人
口
を
増

や
す
こ
と
が
目
的
で
す
。

ま
た
、先
の
質
問
で﹁
防
災

ト
ン
ネ
ル
の
実
現
﹂
に
向

け
て
の
考
え
を
、
お
答
え

を
し
ま
し
た
が
、
両
施
策

が
実
現
す
れ
ば
、
村
の
経

済
や
教
育
環
境
も
好
転

し
、
定
住
人
口
が
増
加
す

る
も
の
と
確
信
し
て
お
り

ま
す
。

杉
本国

文
祭
の
内
容
は

本
年
第
28
回
国
民
文
化

祭
が
当
県
で
開
か
れ
て
い

る
訳
で
す
が
、
本
村
は
ど

ん
な
内
容
で
行
う
の
か
お

聞
き
致
し
ま
す
。

11
月
10
日
ま
で
の

９
日
間
で
開
催

教
育
長

道
志
村
で
は
、
期
日
を

11
月
２
日
土
曜
日
か
ら
11

月
10
日
の
日
曜
日
ま
で
の

９
日
間
で
、﹁
ふ
る
さ
と
生

活
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
﹂
と
題
し
ま
し
て
開
催

す
る
予
定
で
す
。

教
育
委
員
会
と
役
場
・

そ
れ
に
観
光
協
会
と
協
力

を
い
た
だ
く
中
で
、
従
来

の
﹁
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー

ま
つ
り
﹂
の
開
催
期
間
中

に
、
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ

ー
・
み
な
も
と
体
験
館
・

道
の
駅
ど
う
し
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
各
会
場
ご
と
に
連

携
を
と
り
な
が
ら
、
実
施

の
予
定
で
す
。

﹁
再
質
問
あ
り
﹂

杉本
����

秀明
����

議員

一般質問
（これが聞きたい）

Ａ

Q

やまゆりセンターまつりを中心に

サービス付き高齢者住宅を誘致
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Ｑ富士山世界文化遺産
指定後の影響は

山
口最近

の
交
通
状
況
は
、

７
・
８
月
の
２
ヶ
月
間

は
、
ウ
イ
ー
ク
デ
ー
の
交

通
量
も
多
い
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。

文
化
遺
産
指
定
の
影
響

で
は
な
い
か
、
交
通
量
の

比
較
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。２

・
３
年
前
と
比
較

し
、
｢道
志
の
湯
｣と
合
わ

せ
て
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
村
内
の
入
込
客
数
に

つ
い
て
も
、
推
定
し
て
く

だ
さ
い
。

更
な
る
周
知
活
動

と
新
た
な
イ
ベ
ン

ト
の
構
築
で
対
処

す
る

産
業
振
興
課
長

１
点
目
の
交
通
量
の
比

較
に
つ
い
て
は
毎
年
５

月
・
８
月
・
11
月
の
年
３

回
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
、
５
月
は
３
日

及
び
４
日
に
調
査
を
実
施

し
、
そ
れ
ぞ
れ
前
年
比

１
１
２
％
及
び
１
１
９
％

で
あ
り
ま
し
た
。

８
月
は
13
日
・
14
日
・

15
日
に
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。

今
後
は
、
土
日
を
含
め

た
ウ
イ
ー
ク
デ
ー
の
調
査

を
実
施
し
、
比
較
で
き
る

デ
ー
タ
づ
く
り
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
な

お
11
月
も
調
査
を
実
施
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
点
目
の
道
の
駅
ど
う

し
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成
22
年
６
月
よ
り
﹁
㈱
ど

う
し
﹂
の
指
定
管
理
運
営

と
な
り
利
用
者
数
71
万
８

千
人
、
売
上
金
額
３
億
９

０
３
万
円
で
あ
り
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
の
利
用
者

数
は
71
万
５
千
人
、
売
上

金
額
は
３
億
１
４
０
０
万

円
で
あ
り
売
上
金
額
に
つ

い
て
若
干
の
伸
び
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
の
利
用
者

数
は
73
万
８
千
人
、
売
上

金
額
は
３
億
２
９
２
０
万

円
と
売
上
金
額
に
つ
い
て

過
去
最
高
の
数
値
と
な
り

ま
し
た
。

本
年
度
は
、
４
月
か
ら

７
月
ま
で
の
実
績
に
つ

い
て
前
年
に
対
し
各
月

１
０
３
％
〜
１
０
９
％
と

好
調
な
伸
び
率
と
な
っ
て

い
ま
す
。

次
に
、
﹁
道
志
の
湯
﹂

は
、
村
直
営
に
よ
り
平
成

22
年
度
は
利
用
者
数
３
万

８
千
人
、
売
上
金
額
３
５

４
４
万
円
で
あ
り
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
よ
り
﹁
㈱

ど
う
し
﹂
の
指
定
管
理
営

業
と
な
り
、
利
用
者
数
５

万
８
千
人
、
売
上
金
額
６

３
７
７
万
円
と
な
り
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
直
後

の
た
め
大
幅
な
増
額
と
な

っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
本
年
度
に
つ

い
て
は
、
４
月
〜
７
月
ま

で
の
実
績
は
対
前
年
比

69
％
〜
１
０
０
％
と
低
迷

し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
村
内
入
込
客
数

に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

24
年
度
の
実
績
と
し
て

村
内
入
込
客
総
数
１
０
１

万
２
千
人
で
あ
り
、
本
年

度
の
村
内
入
込
客
総
数
に

つ
い
て
は
、
１
０
６
万
２

千
人
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

﹁
再
質
問
あ
り
﹂

山口
����

博康
����

議員

一般質問
（これが聞きたい）

Ａ

役場前での交通指導
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Ｑ国道４１３号線
危険個所の改修は

長
田国道

４
１
３
号
の
和
出

村
地
区
の
、
岩
瀬
・
大
久

保
地
区
へ
の
村
道
入
口
と

国
道
の
拡
幅
改
良
に
つ
い

て
お
尋
ね
致
し
ま
す
。

昨
年
の
６
月
定
例
会
で

も
質
問
し
ま
し
た
が
、
人

身
事
故
や
物
損
事
故
が
非

常
に
多
い
所
で
あ
り
、
キ

ス
ミ
ー
前
の
右
折
ラ
イ
ン

や
池
之
原
橋
の
一
方
通
行

の
解
消
な
ど
併
せ
て
考
え

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
改
め
て
新
村
長
の
考

え
を
お
聞
か
せ
下
さ
い

関
係
機
関
と
検
討

し
て
対
処
し
ま
す

村
長国道

４
１
３
号
に
つ
き

ま
し
て
は
、
多
く
の
改
良

箇
所
等
確
認
し
、
山
梨
県

へ
の
改
良
要
望
を
行
っ
て

来
た
経
緯
が
有
り
ま
す
。

本
年
も
、
９
月
６
日
に

議
長
、
建
設
厚
生
常
任
委

員
長
と
共
に
富
士
・
東
部

建
設
事
務
所
 
吉
田
支
所

長
を
訪
ね
要
望
書
の
提
出

と
お
願
い
を
し
た
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
回
の
要
望
書
に
お
き

ま
し
て
も
、
議
員
ご
指
摘

の
箇
所
も
入
っ
て
お
り
ま

す
し
、
山
梨
県
も
確
認
済

み
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
池
之
原
橋
の
件

に
つ
き
ま
し
て
、
右
折
ラ

イ
ン
の
必
要
性
は
認
識
し

て
お
り
ま
す
が
、
土
地
確

保
に
十
分
の
協
議
検
討
が

必
要
で
あ
り
、
中
学
校
が

避
難
所
と
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
防
災

面
か
ら
の
池
之
原
橋
の
構

造
変
更
等
も
視
野
に
入
れ

な
が
ら
、
関
係
機
関
と
検

討
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

長
田指

定
管
理
の
見
直

し
は
ど
の
よ
う
に

今
回
の
村
長
選
挙
の
チ

ラ
シ
の
中
に
、｢道
の
駅
ど

う
し
｣を
は
じ
め
と
す
る

村
内
施
設
の
指
定
管
理
の

方
法
の
見
直
し
と
書
い
て

あ
り
ま
し
た
が
、
ど
の
よ

う
に
変
え
る
の
か
を
お
尋

ね
し
ま
す
。

見
直
し
は
考
え
て

い
ま
せ
ん

村
長指定

管
理
に
つ
き
ま
し

て
は
、
道
志
村
の
公
の
施

設
指
定
管
理
者
募
集
要
項

に
よ
り
募
集
し
、
条
例
等

の
基
準
に
照
ら
し
総
合
的

に
審
査
し
、
最
も
適
当
と

認
め
る
法
人
等
を
指
定
管

理
者
の
候
補
者
と
し
て
選

定
し
ま
す
。

現
在
、
指
定
管
理
に
つ

き
ま
し
て
は
、
観
光
施
設

等
福
祉
施
設
を
含
め
12

の
施
設
に
つ
き
管
理
運
営

を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
議

員
の
ご
質
問
に
対
し
ま
し

て
、
見
直
し
は
考
え
て
お

り
ま
せ
ん
。

﹁
再
質
問
あ
り
﹂

長田
���

達義
����

議員

一般質問
（これが聞きたい）

Ａ

Ａ

和出村地区・村道入口

指定管理 道の駅どうし

Q
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次回うまくなっているか！

東京砂防会館にて、全国町村議会広報研修会に参
加しました。元身延町議会議員で、議会だよりの創設
者である深沢先生の講義も有りました。
全国の町村議会広報誌を検証し、良いところ、悪い
ところの勉強会もしました。
この研修を今後の議会だより編集に活かして行き

たいと思います。
広報常任委員 佐藤 定三

議会だよりの編集を学んで 広報常任委員会 ９月３０～１０月１日

動 報 告

９月１９日午後から議員全員で２
班に分かれて、山伏峠と道坂峠の清
掃作業を行いました。
国道及び県道の斜面に入ると、缶

やペットボトル、不燃物などがたく
さん捨てられていました。
皆さんゴミは捨てないで持ち帰り

ましょう。

峠にゴミがいっぱい！ ９月１９日

群馬県東吾妻町議会、八ッ場ダム現地視察に参加しまし
た。議会基本条例の経過の説明を聞きました。一門一答制
の話しや、議会が議会報告会を５会場で開催する事なども
伺いました。
八ッ場ダム現地視察では、昭和 42年から実施調査が始
まり、現在では本工事を残して、大部分が完成しています。
総工事費は、4,600億円です。中止表明から建設継続に
なりましたが、早期の完成を願うものです。

議会運営委員長 長田 達義

議会基本条例を勉強 議会運営委員長 ８月２９～３０日

東吾妻町研修会場

400人以上が参加

清掃が終わりゴミ整理
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利根川源流の町群馬県「みなかみ町」に
おいて、全国 13町村の上流（源流）域に
よる全国源流サミットに行政と議会で参
加しました。各地の物産展も有り、当村も
数点の品を展示即売してきました。
講演では源流域が国土保全、環境保全、

の最前線であり、広くその重要性が指摘さ
れました。当村においても森林の大切さ
や、管理の難しさを考えさせられました。

源流と下流の関係を考える 全議員参加 ７月６日

危険個所の要望をする ９月６日

議 会 活

山中湖村議会主催の議会議員研修会に参
加してきました。テーマは「自冶を担う議会
と議員の役割と課題」で、山梨学院大学法学
部の江藤俊昭教授による講演でした。
各地方のいろいろな議会運営の問題点や

検討を紹介しながら、我々に理解しやすく説
明していただきました。
これからも、調査・研究し、村民の皆様と
共により良い村づくりを進めて行きます。 

地方自治を学ぶ ７月１６日

建設厚生常任委員会

サミット会場

研修会場

要望書提出

全議員参加

５月 10日に、渡辺英機県議・県建設事務
所と役場・議会共々で村内の危険個所調査
をした結果、文章で提出するよう依頼されま
した。そのため、12カ所を９月６日に山梨県
建設事務所に提出してきました。その内、数
カ所については検討されているという回答
をいただきました。
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大勢の皆様に国文祭を楽しん
でもらいたい。

道路・水路の整備をして、村民が安
全・安心な暮らしができるように。

その結果今は

議会の考え

あの一般質問は今・・・

農村地域防災減災事業が決定し、10月
半ば頃より測量に入ります。測量に入って
地権者に説明後、事業実施となります。

やまゆりセンターにて「芸術文化」の発
表（11月２～10日）、道の駅どうしにて
「食文化」（11月２・３日にＤ１グラン
プリ）を開催し、みなもと体験館にて「生
活文化」の体験（11月２・３・９・10日）
を行います。

三ヶ瀬水路改修予定地

D–1グランプリ（昨年）

※農村地域防災減災事業とは、老朽化した施設等の改修工事を行い、地域住民の安全を確保する事業



私達、健康づくり推進委員27人は道志
村より委嘱を受け、年2回の健診時には
各家庭に伺い健診の説明、推進を行なっ
ています。
道志村は郡内地域においては健診の受

診率が高く、健康に対する意識が高い事
が考えられます。
その一方で、ここ数年のデータを見る

と、道志村は一人当たりの年間受診回数
は山梨県の平均を下回ってはいるもの
の、一人当たりの受診医療費は年々多く
なっている事から、受診者の状態が重症
化している事が考えられるとの事です。
「健康は自分が自分に送る事の出来る

最高の贈り物である」という言葉があり
ます。毎日の生活の中でのちょっとした
心がけを持つことによって、自らの健康
を保ち、病気を未然に防ぐことが出来る
という事ではないでしょうか。
そうは言っても体の中の様子までは把
握することは出来ません。そこで、年に一

度は、健康診断を受けていただきたいの
です。これも健康に過ごす為に自分で出
来る事の一つではないでしょうか。
自分が健康であることは、家族にとっ

ても幸せなことです。健診をうけること
により隠れている病気も発見されること
があります。「健診で病気が見つかり、早
期の治療を受け、大事に至らなかった」と
いう話を何度も聞いたことがあります。
また、毎年受診することにより健診項

目数値の変化を知ることもでき、そこか
ら予防出来ることも見えてきます。「健康
でありたい」と誰もが願います。高齢化が
進む現代、健康に年を重ねたいものです。
来年の春、推進委員が皆様のご家庭に

またお伺いいたしますので、よろしくお
願い致します。
微力ではありますが、皆様のお役にた

てればと、委員一同思っております。
今後ともご協力をお願い致します。

（15）平成25年10月10日発行

紹

介
しょうかい

健
康
づ
く
り
推
進
委
員
会

健診者を増やそう

早期発見に
健診のすすめ

会　長 佐藤　美恵さん
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がんばる人紹介

５月に発生した、白井平地域林野火災の際には、昼間の
時間帯にも関わらず、村内外に勤務していた100名を超
える消防団員、建設業組合、炊き出しをして頂きました地
域の皆様方、関係各位のご協力により早期に鎮圧できま
したことを心より御礼申し上げます。
私達消防団は、五年前より秋季訓練として、消防署職員

の指導を受け、林野火災を想定し、防災ヘリコプターへの
給水訓練や、可搬式ポンプの中継訓練、放水訓練等を行っ
てまいりました、その結果が今回の林野火災に生かされ
たと思っております。今回の火災による課題を検討し、今後も充実した訓練を行い一
丁有事に備え、精進していきたいと思っております。

昨今、全国的に消防団員が減少して
おり、道志村消防団が抱える一番大き
な悩みでもあります。私達も団員確保
に努め、自分達の村は自分達で守ると
いう消防団の歴史と伝統を後世に伝
える為努力いたしますので、村民の皆
様方のご理解とご協力を宜しくお願
い致します。文末になりますが、いつ
も団員を支えて下さいますご家族の
皆様方に衷心より御礼申しあげます。

消防団の歴史と伝統

道志村消防団
団  長 山口 栄一さん


